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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 22,404 22.6 6,408 47.4 6,633 47.3 4,546 43.5

2022年３月期第２四半期 18,278 19.0 4,346 53.4 4,503 55.6 3,167 58.1

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 5,610百万円（36.0％） 2022年３月期第２四半期 4,125百万円（97.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 195.29 －

2022年３月期第２四半期 136.11 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第２四半期 73,952 60,133 81.3 2,582.68

2022年３月期 71,606 56,858 78.4 2,412.75

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 60,133百万円 2022年３月期 56,160百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 21.00 － 39.00 60.00

2023年３月期 － 40.00

2023年３月期（予想） － 40.00 80.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42,800 14.5 11,450 36.3 12,000 36.1 8,400 40.8 360.80

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 23,661,000株 2022年３月期 23,661,000株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 377,541株 2022年３月期 384,642株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 23,279,379株 2022年３月期２Ｑ 23,269,750株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項については、添付資料3ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染が再拡大したものの、活動制限の緩和

により過去の感染拡大局面のような落ち込みは回避される一方、急激な円安による為替相場の変動やロシア・ウクライ

ナ情勢に起因する資源価格の高騰など、引き続き先行きが不透明な経済情勢が続いております。

　当社グループの属する産業用防災保安機器業界におきましては、主要顧客である日本国内及び中国・台湾を中心とす

る東アジアの半導体業界や、中国・EU圏におけるリチウムイオン電池業界の設備投資が堅調に推移しましたが、半導体

に代表される部品の供給不足や資源価格の高騰等が与える影響に十分注意する必要もあり、先行きについても当面の間

は不透明な状況が続くと見込まれます。

　このような情勢の中で、当社グループは、新型コロナウイルスの感染防止対策を講じるとともに、生産の合理化によ

る原価低減、徹底した経費削減、オンラインを活用した営業活動の展開、新製品開発への積極的な投資、品質管理体制

及びサービス体制の充実に継続して取り組んで参りました。

　これらの諸施策の結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は224億４百万円（前年同四半期比22.6％増）、連

結営業利益は64億８百万円（前年同四半期比47.4％増）、連結経常利益は66億３千３百万円（前年同四半期比47.3％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は45億４千６百万円（前年同四半期比43.5％増）となりました。

　当社グループの事業は、各種産業用測定機器の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セ

グメントごとの経営成績に代えて機種別の売上の状況を以下に記載いたします。

① 定置型ガス検知警報機器

当第２四半期連結累計期間の定置型ガス検知警報機器の連結売上高は、153億４千１百万円（前年同四半期比20.3％

増）となりました。

② 可搬型ガス検知警報機器

当第２四半期連結累計期間の可搬型ガス検知警報機器の連結売上高は、64億７千５百万円（前年同四半期比30.9％

増）となりました。

③ その他測定機器

当第２四半期連結累計期間のその他測定機器の連結売上高は、５億８千８百万円（前年同四半期比1.9％増）となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末と比較して23億４千６百万円増加し、739億

５千２百万円（前連結会計年度末比3.3％増）となりました。流動資産につきましては、前連結会計年度末と比較して

25億８千２百万円増加し、458億３千４百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が21億４千２百万円増

加したこと、原材料及び貯蔵品が12億９千３百万円増加したこと及び仕掛品が11億５千４百万円増加した一方、現金及

び預金が10億５千５百万円減少したこと及び有価証券が12億９千３百万円減少したこと等によるものであります。固定

資産につきましては、前連結会計年度末と比較して２億３千６百万円減少し、281億１千８百万円となりました。これ

は主に、建物及び構築物が２億５百万円減少したこと等によるものであります。

　当第２四半期連結会計期間末の負債につきましては、前連結会計年度末と比較して９億２千８百万円減少し、138億

１千９百万円（前連結会計年度末比6.3％減）となりました。流動負債につきましては、前連結会計年度末と比較して

７億３千１百万円減少し、114億円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が４億５百万円減少したこと等に

よるものであります。固定負債につきましては、前連結会計年度末と比較して１億９千７百万円減少し、24億１千９百

万円となりました。これは主に、固定負債その他に含まれる繰延税金負債が１億２千３百万円増加した一方、長期借入

金が１億７千４百万円減少したこと及び固定負債その他に含まれる長期リース債務が１億４千２百万円減少したこと等

によるものであります。
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　当第２四半期連結会計期間末の純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して32億７千４百万円増加し、601

億３千３百万円（前連結会計年度末比5.8％増）となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益45億

４千６百万円を計上し、剰余金の配当が９億７百万円あった結果、利益剰余金が38億２千９百万円増加した一方、米国

の連結子会社であるRKI Instruments,Inc.の子会社株式を追加取得したこと等により、資本剰余金が８億３百万円減

少、非支配株主持分が６億９千８百万円減少したこと等によるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して19億８千７百万円減少

し、160億２百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益を64億２千７百万円、減価償却費を８億５千２

百万円計上した一方で、売上債権の増加額が19億６千４百万円、棚卸資産の増加額が21億６千２百万円であったこと

及び法人税等の支払額が18億１千６百万円であったこと等により、営業活動の結果使用した資金は３億５千３百万円

（前年同四半期は48億３千３百万円の獲得）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の償還による収入10億４千９百万円、定期預金の払戻による収入

４億１千４百万円があった一方で、有価証券の取得による支出７億９千２百万円、有形固定資産の取得による支出３

億６千３百万円及び定期預金の預入による支出４億１千４百万円があったこと等により、△８千１百万円と前年同四

半期連結累計期間と比較して支出が16億９千１百万円の減少となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額９億６百万円及び連結の範囲の変更を伴わない子会社株式

の取得による支出16億８百万円があったこと等により、△29億６千５百万円と前年同四半期連結累計期間と比較して

支出が８億２千１百万円の増加となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績予想につきましては、2022年５月12日に公表いたしました連結業績予想から修正しております。

　詳細につきましては、本日（2022年11月10日）公表いたしました「2023年３月期 第２四半期（累計）業績予想値と

実績値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,551,206 10,495,733

受取手形及び売掛金 9,198,690 11,341,129

電子記録債権 3,519,418 3,795,733

有価証券 9,952,268 8,658,533

商品及び製品 2,744,435 2,665,703

仕掛品 3,307,349 4,461,686

原材料及び貯蔵品 2,391,516 3,684,634

その他 591,190 736,453

貸倒引当金 △3,697 △4,778

流動資産合計 43,252,378 45,834,829

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,317,187 11,111,488

機械装置及び運搬具（純額） 358,475 386,735

土地 4,079,123 4,053,367

建設仮勘定 46,435 142,889

その他（純額） 1,639,162 1,526,889

有形固定資産合計 17,440,385 17,221,371

無形固定資産

のれん 595,387 612,400

顧客関連資産 830,848 891,796

その他 436,567 389,601

無形固定資産合計 1,862,803 1,893,798

投資その他の資産

投資有価証券 5,881,220 5,743,661

退職給付に係る資産 1,813,344 1,851,211

その他 1,359,851 1,411,558

貸倒引当金 △3,500 △3,500

投資その他の資産合計 9,050,916 9,002,931

固定資産合計 28,354,106 28,118,101

資産合計 71,606,484 73,952,930

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,625,929 4,220,170

短期借入金 995,000 975,000

１年内償還予定の社債 300,000 300,000

未払法人税等 1,786,207 1,862,551

賞与引当金 920,836 1,296,228

製品保証引当金 98,239 84,892

受注損失引当金 32,008 39,031

その他 3,372,969 2,622,271

流動負債合計 12,131,190 11,400,145

固定負債

長期借入金 850,580 676,460

資産除去債務 11,133 11,133

その他 1,754,861 1,731,564

固定負債合計 2,616,574 2,419,157

負債合計 14,747,765 13,819,302

純資産の部

株主資本

資本金 2,565,500 2,565,500

資本剰余金 1,885,187 1,081,772

利益剰余金 49,604,449 53,434,326

自己株式 △226,384 △222,497

株主資本合計 53,828,752 56,859,101

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,853,706 1,706,262

為替換算調整勘定 477,683 1,568,264

その他の包括利益累計額合計 2,331,389 3,274,526

非支配株主持分 698,577 －

純資産合計 56,858,719 60,133,627

負債純資産合計 71,606,484 73,952,930
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

売上高 18,278,841 22,404,903

売上原価 9,127,858 10,426,788

売上総利益 9,150,982 11,978,115

販売費及び一般管理費 4,804,198 5,569,695

営業利益 4,346,783 6,408,419

営業外収益

受取利息 21,657 32,285

受取配当金 56,577 60,895

為替差益 47,617 352,391

受取保険金及び配当金 9,381 8,237

有価証券売却益 460 19,133

有価証券評価益 9,682 －

雑収入 43,249 42,149

営業外収益合計 188,627 515,093

営業外費用

支払利息 24,547 22,126

固定資産除却損 4,117 0

有価証券売却損 － 17,430

有価証券評価損 － 243,299

雑損失 3,397 6,990

営業外費用合計 32,062 289,847

経常利益 4,503,349 6,633,665

特別利益

固定資産売却益 － 2,559

特別利益合計 － 2,559

特別損失

固定資産売却損 258 1,141

減損損失 － 26,160

投資有価証券評価損 － 79,528

固定資産処分損 － 102,000

特別損失合計 258 208,830

税金等調整前四半期純利益 4,503,090 6,427,394

法人税、住民税及び事業税 1,277,940 1,759,373

法人税等調整額 △2,749 128,647

法人税等合計 1,275,191 1,888,020

四半期純利益 3,227,899 4,539,373

非支配株主に帰属する四半期純利益

又は非支配株主に帰属する四半期純損失（△）
60,586 △6,840

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,167,312 4,546,213

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

四半期純利益 3,227,899 4,539,373

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 451,352 △147,443

為替換算調整勘定 446,661 1,218,144

その他の包括利益合計 898,013 1,070,700

四半期包括利益 4,125,913 5,610,074

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,975,056 5,489,350

非支配株主に係る四半期包括利益 150,856 120,723

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,503,090 6,427,394

減価償却費 844,368 852,809

のれん償却額 73,808 90,484

減損損失 － 26,160

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,920 629

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,100 375,391

製品保証引当金の増減額（△は減少） △36,005 △13,347

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △67,096 △37,867

受注損失引当金の増減額（△は減少） 432 7,023

受取利息及び受取配当金 △78,235 △93,181

受取保険金 △9,381 △8,237

支払利息 24,547 22,126

為替差損益（△は益） △175,142 △767,688

固定資産売却損益（△は益） 258 △1,417

固定資産除却損 4,117 0

固定資産処分損益（△は益） － 102,000

売上債権の増減額（△は増加） △302,434 △1,964,992

棚卸資産の増減額（△は増加） △752,043 △2,162,407

仕入債務の増減額（△は減少） 387,653 △842,025

未払消費税等の増減額（△は減少） 706,186 △470,044

有価証券売却損益（△は益） △460 △1,703

有価証券評価損益（△は益） △9,682 243,299

投資有価証券評価損益（△は益） － 79,528

その他 576,633 △492,011

小計 5,696,793 1,371,925

利息及び配当金の受取額 78,685 94,450

利息の支払額 △24,547 △22,126

保険金の受取額 19,799 19,135

法人税等の支払額 △936,918 △1,816,714

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,833,811 △353,330

四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △1,321,208 △792,292

有価証券の売却による収入 140,936 263,399

有価証券の償還による収入 41,090 1,049,050

定期預金の預入による支出 △356,400 △414,000

定期預金の払戻による収入 332,640 414,000

有形固定資産の取得による支出 △588,232 △363,014

有形固定資産の売却による収入 2,741 8,869

有形固定資産の除却による支出 △33,553 △102,000

無形固定資産の取得による支出 △23,154 △36,170

投資有価証券の取得による支出 △2,441 △109,531

投資有価証券の償還による収入 41,090 －

資産除去債務の履行による支出 △6,282 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,772,774 △81,690

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △194,120 △194,120

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △218,280 △229,860

自己株式の純増減額（△は増加） △85 △349

配当金の支払額 △512,521 △906,169

非支配株主への配当金の支払額 △33,479 △25,701

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△1,185,072 △1,608,888

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,143,560 △2,965,090

現金及び現金同等物に係る換算差額 303,767 1,174,065

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,221,244 △2,226,046

現金及び現金同等物の期首残高 13,932,676 17,989,503

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 238,914

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,153,921 16,002,371
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、RIKEN KEIKI GmbHは重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第２四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であるRKI Instruments,Inc.の株式を非支配株主から追加

取得したこと等により、資本剰余金が803,415千円減少しております。

　その結果、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金が1,081,772千円となっております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

ことといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（表示方法の変更）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました

「有価証券評価損益（△は益）」は、金額的重要性が増したため、当第２四半期累計期間より独立掲記しておりま

す。この表示方法の変更を反映させるため前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っており

ます。

　この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フローにおいて、「営業活動によるキャッシ

ュ・フロー」の「その他」に表示していた566,950千円は、「有価証券評価損益（△は益）」△9,682千円、「その

他」576,633千円として組替えております。
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取得の対価 現金 1,609,550千円

取得原価 1,609,550千円

（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

子会社株式の追加取得

１．取引の概要

(1) 結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称：RKI Instruments,Inc.

事業の内容　　　　：ガス検知警報機器の販売・アフターメンテナンスサービス

(2) 企業結合日

2022年７月１日

(3) 企業結合の法的形式

非支配株主からの株式取得

(4) 結合後企業の名称

変更はありません。

(5) その他取引の概要に関する事項

当社は、米国においてガス検知警報機器の販売・アフターメンテナンスサービスを展開しております連結子会

社のRKI Instruments,Inc.の出資比率を高めるために同社の株式を取得いたしました。株式取得後に当社が保

有する同社の議決権比率は75.0％から100.0％となります。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支配下の

取引等として、非支配株主との取引として処理しております。

３．子会社株式の追加取得に関する事項

取得原価の対価及び種類ごとの内訳

４．非支配株主との追加取得に係る当社の持分変動に関する事項

(1) 資本剰余金の主な変動要因

子会社株式の追加取得

(2) 非支配株主との取引等によって減少した資本剰余金の金額

813,870千円
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